
多様な主体との協働による
地域資源を活用した

持続可能な稼ぐ地域づくり

岩手県一関市
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一関市の特色
■協働のまちづくり
・当市には古くから、地域で互いに支え合い協力する「結いの精神」が根付

いている。

・多様な主体が、行政と地域の特性や課題などを共有した上で、役割を分

担しながら地域課題の解決や地域の実情に沿って地域づくりに取り組む

「協働のまちづくり」を推進している。

・都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト、みんなのマスクプロジェ

クトなどの市民力プロジェクトに取り組んできた。

■都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト ■資源・エネルギー循環型まちづくり

■国際リニアコライダー（ＩＬＣ）を基軸としたまちづくり

・2014年、使用済小型家電から回収し

た金属を東京オリンピック・パラリンピッ

クのメダルに活用することについて、同

組織委員会などに提案した。

・2017年４月、同組織委員会が「都市鉱

山からつくる！みんなのメダルプロジェ

クト」を実施し、本市でも市民力プロジェ

クトとして、市民の協力を得ながら使用

済小型家電の回収を推進した。

・2020年1月、この取組をレガシープロ

ジェクトとして、次のパリ大会につなげる

ことを本市が同組織委員会に提案した。

・宇宙誕生の謎などを研究

するため世界にただ一つ建

設される国際研究施設「国

際リニアコライダー（ＩＬＣ）」の

建設候補地として本市を含

む北上高地が選定されてい

る。

・市内で発生する廃棄物や

バイオマスなどをエネル

ギー資源と捉え、その活用

により地域内で資源やエネ

ルギーが循環する「資源・

エネルギー循環型のまちづ

くり」に取り組んでいる。

【プロジェクトに賛同した市民
から寄せられた手作りマスク
の封入作業】

・ＩＬＣ実現により、新たなイノベーションの創出や国際研究都市の形成が

期待されることから、本市ではＩＬＣ誘致を契機とし、未来を見据えた人材

育成に取り組んでいる。

・2016年に、国からバイオマス産業都市構想の認定を受け、特に本市の

豊富な森林資源を活用した木質バイオマスの有効活用に取り組んでいる。

【市役所内に設置しているオフィス
製紙機を見学する中学生】

【ＩＬＣイメージ  Rey.Hori】

【「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」を次のパリ大会につなげる提案書】
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提案書に市民の意見を反映

生徒との20年後の一関市を考えるＳＤＧｓ 市民との対話型ＳＤＧｓワーク
対話型ワークショップ（左：中学生、中：高校生） ショップ

起業家が
増える

ILCが実現し、
学園都市に
なってほしい

若者・女性が戻
りたいと思える、
仕事があるまち

幸福度
世界一

若い人も高齢
者も活き活きし
ているまち

農業+観光で稼
ぎを生み出す

起（木）業家
が生まれる

若者が定住
するまち

移住者が
増える

田舎ならではの
ビジネスが生ま
れ儲かっている

もちのまち

地場特産品
開発

稼げる農業

化石燃料に依
存しないまち

歩いて楽しめる
まち（デートも）

笑顔あふれ
る一関

映える店がある
（人が集まる）

外国人も住み
やすいまち

脱プラスチック、
ＣＯ２排出削減

地産地消

温故知新の
まち

自然と一緒に
住みやすいまち

様々な年代が
つながるまち

伝統文化の
継承

地域でカネ・
モノまわす

交通機関の
充実

地域産業の
発展と技術
の継承

商店街に賑
わいがある

森林資源を
生かして稼ぐ

若者が中心と
なった地域行事

地元就職者
を増やす

農業などの地場
産業の活性化

地元企業の
ＰＲ 世界が

憧れるまち

未来を
見つめるまち
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一関市が目指す2030年のあるべき姿
未来を見つめ、世界が憧れるまち いちのせき

～Ｉchinoseki Ｌoves Ｃhallenges～

１ 多様な人材が活躍するまち ～ Ｉ Ｌ Ｃollaboration 共創する ～

２ 地域資源が好循環する持続可能なまち ～ Ｉ Ｌ Ｃircular economies 経済の好循環へ ～
３ 2030年のその先の未来も見つめるまち ～ Ｉ Ｌ Ｃommitting 未来への約束 ～
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自治体SDGsモデル事業①

①地域産品の“地産地消”と地域外への

販路拡大による“外商”の推進

②農商工の連携などによる地域資源を

活用した新たな商品開発

③若者や女性の起業・就農支援

課題：地域に雇用を生み
稼ぐ 地域づくり

経済 社会

課題：持続可能な自立した
稼ぐ地域づくり

①先導的に地域の課題解決に取り

組むまちづくり団体への支援

②新しい日常に対応する自治会情

報のオンライン提供への支援

③ＳＤＧｓの考えを取り入れた高校生

による地域課題解決課題：地域資源の好循環による脱炭素
社会の実現と稼ぐ地域づくり

環境

①市民による集材活動への支援と公共施設へのチップ

ボイラー導入などによる木質資源の地域エネルギー循環

②森林資源の適正循環に向けた市産材の建築用材として

の利用促進

③地域新電力会社設立による「大きな循環」、個人住宅

への再エネ設備導入支援による「小さな循環」の推進

新たな価値を創造する

「ばっちり稼ぐ、

がっちりつながる」

プロジェクト

多様な主体との協働による、
地域資源を活用した持続可能な稼ぐ地域づくり
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自治体SDGsモデル事業②

■三側面の取組事例

①経済面の主な取組 ②社会面の主な取組 ③環境面の主な取組

地域資源を活用した
新たな商品開発

・農商工が連携した商品開発による地域
ブランド化
・西洋野菜の栽培などの新たな農畜産
物の産地化
・市内短期大学や高校と連携した農畜
産物の高付加価値化

・地場産品の高付加価値化、生産性向上
・安定した雇用の創出と所得向上

若者が地域に定着するまち

まちづくり団体や高校生による
地域の課題解決

・より主体的で自主的な取組を行う地域
協働体をモデル的に選定・支援し、その
成果を情報発信
・ＳＤＧｓの理念を取り入れた高校生によ
る地域課題解決への支援

・市民間でのＳＤＧｓの理念の共有
・地域愛を醸成し、若者の地元定着を促進

持続可能で自立した地域の確立

木質資源による地域エネルギー
循環

・市民による薪やチップの原料となる間
伐材の集材活動への支援
・家庭用薪ストーブの設置支援や公共施
設へのチップボイラーの導入推進

・新たな雇用の創出と森林環境の保全
・地域エネルギーの好循環によるエネル
ギー代金の市外への流出減少

「2050年二酸化炭素排出実質
ゼロ宣言」の達成

市民による間伐材の集材活動高校生によるＳＤＧｓワークショップ地産地消レシピコンテスト
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三側面をつなぐ統合的取組①
地域商社の設立 ～ばっちり稼ぐプロジェクト～

【地域商社のイメージ】

地域商社を設立し、地域の小規模事業者などに代わり、地域の農畜産物などの販路開拓や商品開発支援、マー
ケティング、地域のブランディング機能などを包括的に展開し、市内事業者の売上拡大につなげるとともに、地域資
源に磨きをかけ、域外に一関市を売り出すことにより、地域経済の活性化を図る。

■全体最適化の概要

・域内市場が縮小していく中、地域の農畜産物などの販路の拡大や新たな商品開発などに取り組む地域商社を設立することで、地域の
稼ぐ力が向上し、地域内で循環する所得や資金の流れの拡大が期待される。

・地域の稼ぐ力が向上することで、若者の就農、起業が増え、定住にも結び付き、ひいては地域コミュニティの維持につながることも期待
される。

・生産の過程にあるストーリーや生産者のこだわり（想い）も新たな価値とすることで、農畜産物の販路拡大につなげ、耕作放棄地の発生
防止や美しい農村環境の維持などの環境面への好影響が期待される。

・魅力ある地域の取組が発信されることで、地域愛の醸成につながることも期待される。
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三側面をつなぐ統合的取組②
いちのせきＳＤＧｓプラットフォームの構築 ～がっちりつながるプロジェクト～

「いちのせきＳＤＧｓプラットフォーム」を構築し、多様なステークホルダーがＳＤＧｓを共通の言語として、身近な地
域課題から大きな社会課題まであらゆる課題を共有し、それぞれの強みを生かし、持続可能な地域を実現する。

■全体最適化の概要

・多様なステークホルダーをＳＤＧｓという共通言語でつなげ、異分野の交流を生み出し、今までまちづくりに欠けていたビジネス的な発想も
含め、新たな価値を創造するとともに地域課題を解決していく仕組みを構築し、持続可能な自立した地域を目指す。

・ＳＤＧｓの取組に意欲のある市民団体や地域協働体においてもプラットフォームへの参画を促すことにより、市民目線で、より身近な課題
解決に向けた取組を推進する。

【プラットフォームのイメージ】

①ステークホルダーの 「見える化」
・登録・認証制度の構築

②プラットフォーム会員の交流・連携
・講座や会員同士の勉強会の開催

③地域課題解決に向けた取組
・多様なステークホルダーの強みを生かし
た地域課題・社会課題の解決に向けた取組

④ＳＤＧｓの普及啓発
・プラットフォームの活動紹介
・市民フォーラムの開催
・プラットフォーム会員による出前授業
・ＳＤＧｓ普及ツールの作製

いちのせきＳＤＧｓ
プラットフォームの主な取組
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経済、社会、環境の各側面の相乗効果

新たな価値を創造する「ばっちり稼ぐ、がっちりつながる」プロジェクト

未来を見つめ、世界が憧れるまち いちのせき

～新たな価値の創造による持続可能な地域づくり～

社会
・新規就農者などの
雇用増加による若者
の移住、定住

・多様な人材の活躍
による地域活性化

環境
・森林の再生による温室
効果ガスの削減

・耕作放棄地などの発生
防止による農村環境や
里山の保全

経済
・多角的な視点から新た
な地域資源の発見

・地域資源を活用した新
商品や新たなビジネス、
雇用の創出

環境
・環境に対する住民意識
の向上や環境問題に取
り組む人材の増加

・資源・エネルギー循環
型まちづくりの加速

経済
・市外へのエネルギー代
金の流出削減

・地域資源を活用した新
たな雇用の創出

社会
・地域の課題解決に
取り組む人材の増加

・多様なステークホ
ルダーとのつながり

経済
・地域の稼ぐ力の向上

・イノベーションの創出、
林業の活性化

・地域資源の販路拡大

社会
・多様な人材のつながり

・ＳＤＧｓに対する市民
の理解促進

環境
・森林資源の有効活用

・ＳＤＧｓに取り組む市民
の増加

統合的取組



10

自律的好循環の具体化に向けた事業の実施

■将来的な自走に向けた取組

・地域商社により、“外貨”を稼ぎ、ＳＤＧｓプラットフォームにより“投資”を呼び込み、それらを地域内で循環することで、自律的好循環を創出
し、持続可能な稼ぐ地域をつくる。

・地域商社については、域外との商取引に係る専門家（外部アドバイザー）が複数年度にわたり地域商社に伴走しながら活動への助言や指
導、事業の進捗管理などの支援をし、地域商社が自走できる事業モデルを構築する。

・ＳＤＧｓプラットフォームについては、特に地域事業者が本業として地域課題を解決するなどの好事例を示すことで、参画する事業者を増や
すとともに、金融機関からの投資を呼び込む。地域の課題解決の取組がビジネスチャンスになるという認識が生まれ、財源を行政のみに頼
ることのない自律的好循環を創出する。

地域資源の価値を高めながら、
循環の輪を拡大させていく


